
令和2年11月7日合同研修会

多文化共生の学校づくり
～青島日本人学校の実践～

日本人学校におけるバイリンガル・バイカルチュラル人材育成の
ためのプログラム開発とそのための教員研修のプログラム開発



本校の児童生徒の傾向
・もともと多様性に富んだ環境。

・上の学年になるほど無意識に日本の価値観、

ルール、文化の基準に従うような場面が見られる。

日本語力の
向上

多文化共生の
学校づくり

共通の課題に対し、「日本
語」を媒介として対等に話
し合っていくために

それぞれの背景にある文化
や習慣にも目を向け、尊重し
合える関係を構築するために

今
年
度
の
取
組



①課外の日本語教室（小1・小2）
⇒小１：金曜日、小2：月曜日

②個別の日本語指導（中1・中2・中3）
⇒中国語や部活動の時間

③在籍級での日本語指導

Ⅰ.今年度の日本語指導について



小1

4～５月オンライン日本語教室
（週2回）

自己紹介や持ち物、教室での
言葉などを学習した。

6月～学校生活で必要な日本語

ロールプレイやインタビューを多く
取り入れ、発話重視で進めた。

＊2学期からは、国語と算数の先行・補充学習を行っている。

①課外の日本語教室



4～５月オンライン日本語教室
（週1回）

国語の先行学習を中心に行った。

6月～先行・補充学習
担任と相談しながら、国語と算数の
先行・補充学習を行っている。

小2

※9月にＤＬＡの４項目（話す、読む、書く、聞く）のアセスメント
を実施。



４・５月はオンライン
による学習（週1回）

・3名とも現地校から編入した生徒。
・生活言語能力はさほど問題ない。学習言語能力が課題。
・担任・教科担任と連絡を取り合い、必要な学習を行う。

中３ 社会科
調べ学習発表会
に向けて

中１ 国語
短作文の練習

②中学部・取り出し指導

中２ 国語
音読練習



小1国語
「うみのかくれんぼ」

③在籍級での日本語指導

「とい」と「こたえ」の学習
①教科書から「いきもののなまえ」「かくれ
るばしょ」「かくれかた」を見つけ、ワーク
シートにまとめる。

②図鑑の中から自分が紹介したい生き物
を選び、ワークシートにまとめる。

③ワークシートにまとめた言葉を使って「か
くれんぼクイズ」を作り、みんなの前で紹
介する。



小２国語
「馬のおもちゃの作り方」

在籍級担任と
日本語指導担当の連携

説明文を読みながら「馬のおもちゃを」作る活動。
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。



毎時間の授業後5分間、教科担
当が音読指導や補充指導。
＊国語は1週間に４時間×5分間=２０分間

中2国語

・学習言語が少しず
つ定着。
・音読で成果が出て
いる。

①教科担当と日本語指導担当の連携



②ロイロノートを活用した家庭での音読指導の充実

・ロイロノートの録音機能を活用。

・生徒はそれを聞きながら音読練
習を行い、録音したものを教師へ
送る。

成果：・学校と家庭でつながりのある学習が
できるようになった。
・学習の積み重ねが一目でわかる。
・生徒の学習に対する賞賛と励ましを
行うことができる。

課題： 課題の精選。



【３つの資質の育成】

①多様な人とかかわる機会をつくることで

他者と関係を作り出す力

②課題を他者とのかかわりを通して解決

する力

③他者や未来への創造力の育成

Ⅱ.「多文化共生の学校づくり」について



教科の実践例

中3社会科

多文化共生のまちづくり成功事例の調べ学習を通し
て、私たちに求められている態度を論述する授業

・多文化共生のまちづくりの成功事例から共通点を読み取り、
最終的には私たちに求められる態度を論述できた。

・「多文化共生２.０」や「インターカルチュラルシティ」などの最新
情報も学び、これからの多文化共生の在り方を考える機会と
なった。

2020年７月
Zoomによる

授業公開



中学部の取組
・中学部は学活や道徳の時
間などに「多文化共生」に
ついての考えを深めてい
る。

・中3は多文化共生に関する
動画作成を行った。

教材① 教材②

動画のテーマ
「Society5.0の技術を使って、
多文化共生における課題を解
決しよう！～あったらいいな
こんなモノ～」



中１（学活）
「自分が当たり前だと思って過ごしているけど、他の国ではそうでは
ない、驚かれることを考えてみよう」

日本と他国では「宗教、国の情勢、
国民性、食文化」などに違いがあるこ
とを知り、その違いを尊重することが
大切であることを考えた。

本学級の生徒たちは、多様な文化を
受け入れる素地があることを実感した
授業となった。

自作資料



中２（学活）
言語の平等を考える・わかりやすく伝えよう！

～やさしい日本語～

看板や緊急時のことを
例に、外国人にも分かり
やすい日本語を一緒に
考えた。

『やさしい英語』や『やさ
しい中国語』で考えてみ
る時間を設定することに
より、安心して学習に取
り組むことができた。

授業の振り返り

・あまり難しい言葉（単語）を使わず、簡単
な言葉を使った方が相手に伝わりやすい
と思いました。

・○○くん（学習言語に課題のある生徒）に
も分かるような日本語が、やさしい日本語
だと思いました。

・『そもそも、日本語の意味も難しいな～。』
と改めて思いました。

教材①



中3（学活）
ホームルームで考えよう
異文化尊重と公平

生徒の感想より
その時にどこまで自分が知らない
文化や考え方について理解できる
かが大切だと思った。相手の文化
に合わせる必要も遠ざける必要も
ないけれど、受け入れる態度を示し
て、対等に話し合いをしていきたい。

多文化社会のジレンマ「掃除編」

異なる文化背景を持つ人たちとうまく折り合い
をつけるためにはどうすればよいだろうか？

教材②



１１月１９日、２６日に実施予定
山口県下関市立本村小学校１年生との交流
「むかしからつたわるあそびをたのしもう」

小学部・オンライン交流会

小１
生活科

小5・6
総合的な学習

１０月１５日（木）
長崎県佐世保市立江上小学校６年生との交流
討論テーマ「わたしたちの平和島」



＊グループワークの内容＊
「平和島」（架空の島）にさまざまな国のルーツをもつ人々が集
まった。そのうち同じルーツをもつ人同士が集まり、さまざまな問
題が発生する。住人達は問題の解決方法を考えることにした。

話し合いのポイント： ①起こりうる問題
②解決方法
③「平和島」の望むべき姿

〈プログラム〉
１．初めの言葉
２．代表挨拶（青島5年）
３．文化発表（中国クイズ、佐世保クイズ）

４．真剣１０代しゃべり場！
テーマ「私たちの平和島」（５０分）

５．振り返り
６．代表挨拶（江上小６年）
７．終わりの言葉

小5・6交流



・一人一人が思いやりをもち、他国の
文化を受け入れ、争いのない平和島。

・それぞれの国を尊重し、ひとつの島
になり、差別がない平和な島。

など

めざす平和島の姿



事後指導について

テーマ：
「自分と違う文化を持つ人たちが、あなたの隣の家に引っ
越してきました。その人たちは、日本のルールや日本人
の生活様式に合わせて過ごしていくべきだと思いますか」

【まとめ】

お互いに歩み寄って生活していくことが大切。



おわりに

マニラ・大連の先生方と共にAG5の研
究を推進し、日本と中国の架け橋に
なる人材の育成を目指して教育活動
に取り組んでいきたいと思います。


